
令和７年度平泉町消防委員会会議録 

 

１．開催日時  令和８年３月 25日（水） 午前 10時～午前 10時 50分 

 

２．開催場所  平泉町役場２階 庁議室  

 

３．出席委員  委員６名（全員出席） 

町長、総務課長、消防担当者 

 

４．協  議 

委嘱状交付 

・令和７年５月 19日付で退任した葛西委員（前婦人消防協力隊長）に代わり、令和７

年５月 20日付で千葉友子新消防委員（婦人消防協力隊長）に委嘱状を交付（任期：

R7.5.10～R11.2.28） 

 

 協  議 

 (1) 令和７年度事業報告等について 

事務局から、資料により説明。 

 （千葉勇夫委員） 

   東日本大震災の原子力発電所事故により、防火水槽の汚泥処理がしばらくで 

きないでいるが、防火用水として必要なもの。今後の見通しはどうなっている 

のか。 

（事務局） 

    国の機関である環境再生プラザで令和６年度に町内の汚泥のサンプリング 

調査を行ったが、放射線濃度が原発事故前の濃度に下がっており、汚泥処理が 

可能となった。 

 令和８年度に防火水槽の浚渫を直営で行う予算を確保しており、昨年度各分 

団で調査した汚泥体積量調査をもとに順次作業を行う。浚渫した土は、町有地 

へ運搬、埋め立てをする予定である。 

 また、春の一斉清掃では側溝の泥上げも可能となるので、区長会議で区長を 

通じて作業の依頼を行う予定である。 

 （千葉勇夫委員） 

    自分の家の周りの防火水槽を見てもだいぶ水が濁っているので、水の入替え 

等、管理の徹底をお願いしたい。 

 

(2) 令和８年度計画（案）について 

    事務局から、資料により説明 

   →質疑等なし。 

 

４．その他 

  （事務局） 

昨年 12月に初めて発令された後発地震注意情報や、今年新設された林野火 

災注意情報等の制度運用を自主防災会と婦人消防協力隊の合同セミナーで 

説明した。今後も直接住民にかかわってくる内容なので、継続して研修等で 

周知していく。 


